
　　　　

2026 年 1 月 9 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

①　季節の行事に関するイベント、また地域行事への参加
②　長期休暇には実体験イベント、地域ボランティア活動への参加
③　地域の中学校や高校との交流行事

家族支援

①　子どもの発達状況、課題、特性の理解、改善に向けた相談対応
②　きょうだい・家族関係、地域における困りごとへの相談対応
③　その他子育てに関する多様な相談への対応

移行支援

①　進路や将来設計に関する情報提供
②　進路先、移行先への情報提供（保護者の了解が前提）
③　移行支援計画の作成

地域支援・地域連携

①　他の相談事業所や障害福祉サービス事業所との連携
②　学校との定期的な情報交換
③　地域社会への参加機会の充実

職員の質の向上

①　定期的な療育会議、個別支援会議の実施
②　職員の各種勉強会や研修会への参加機会提供
③　本事業所における研修会の開催

支　援　内　容

①　健康的な生活リズムの習慣化に関する支援　(睡眠・食事・排泄等に関する支援)　→　日常的な来所後の健康状況確認と意識化
②　服装、髪型、清潔など身だしなみを整えるスキル獲得のための支援　→　日常的な来所後の身だしなみチェックと意識化
③　日常生活動作の獲得支援（着替え、整理・整頓、準備、片付けなど）　→　日常的な来所後、退所前の本人チェック
④　おやつ作りや調理を通した食育的支援　→　調理実習を通じた食に関する一連の支援

①　姿勢や運動、基本的・応用的動作能力の向上に資する支援　→　屋外における運動・活動前の準備体操や雨天時の屋内トレーニング時の支援（ストレッチなど）
②　自由遊びまたは教材を使った運動・活動　→　屋外での球技などを通じた身体の使い方に関する支援
③　時期に応じた制作活動 (いろいろな道具の使い方)　→　手指の巧緻性を高めるための作品制作や畑作業、調理など
④　特性に応じた感覚の導入　→　発達障害がある子どもの感覚過敏を軽減するための支援

本
人
支
援

①　こだわりや、偏食などに認知の偏りを軽減する支援　→　療育における減感作療法の実施（各々の特性に応じたもの）
②　集団活動や遊びを通じて適切な行動を習得するための支援　→　カードゲーム、ボードゲームを通じたソーシャルスキルトレーニングの実施
③　空間、時間、数の概念など認知発達を促すための支援　→　主体的なスケジュール管理、時間管理を通じた取り組み

①　人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得支援　→　定期的な演劇的ワークショップを通じたコミュニケーションスキルトレーニング
②　演劇的ワークショップで獲得したスキルの日常的な活用　→　あいさつ、言葉遣い、相手に応じた話し方など
③　他者の気持ちを理解し思いやることができるスキルの獲得支援　→　ソーシャルスキルトレーニングを通じた心理的支援

①　多様な子ども同士が関わる機会の設定　→　地域の放課後児童クラブ（学童保育）との合同の取り組み（遊び、イベントなど）
②　地域の様々な立場の人々とかかわる機会の設定　→　高齢者との合同イベントなど
③　障害の有無にかかわらない関係性の構築　→　インクルーシブな場と機会の提供

支援方針

①　個々の児童の心身の発達状態、発達段階を踏まえ、学校や家庭、地域社会における日常生活に必要な動作の習得、環境への適応を支援し療育を行う。
②　特に個々の児童に応じたコミュニケーションスキルの向上を志向し、様々なプログラムを提供する。
②　事業の実施にあたっては、関係市町村、地域の保健・医療・福祉サービス機関との連携を図り、総合的なサービスの提供に努める。

営業時間（平日） 送迎実施の有無

営業時間（休日） 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
マイルストーン株式会社は、子どもたちから高齢者、障害のある方、その他様々なに支援を必要としている方々まで、ともに支え合い、地域をインクルーシブするための福祉ほかのサービスな
ど諸活動を推進していく。支援を求める地域の方々の意向を尊重し、様々な取り組みが総合的に提供されるよう創意工夫することにより、そのような方々が個人の尊厳を保持しつつ、自立した
生活を地域社会において営むことができるように支援する。

事業所名 りんごの樹 作成日支援プログラム


